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来年の夏「こども本の森遠野」として生まれ変わる
中央通りの「旧三田屋」で
ありがとうの会が開かれました
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9月定例会 　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
を
、
１
日
か
ら
17
日

ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
一
般
質
問

は
、
８
人
の
議
員
が
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
市
が
提
出
し
た
案
件
は
全
17
議
案
で
、
令
和

元
年
度
決
算
関
係
９
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予

算
関
係
５
件
、
そ
の
他
３
件
を
審
議
し
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
議
員
発
議

に
よ
る
意
見
書
２
件
を
可
決
し
た
ほ
か
、
浅
沼

幸
雄
議
長
不
信
任
動
議
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
68
号
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
計
上
さ
れ
た
後
方
支
援
資
料
館
増
設

関
連
予
算
に
つ
い
て
、
本
会
議
で
は
、
反
対
、
賛

成
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
節
目

に
、
後
方
支
援
資
料
館
の
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
係
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
し
た
結
果
、
修
正
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議員氏名

小　
松　
正　
真

佐
々
木　
恵
美
子

菊　
池　
浩　
士

佐
々
木　
敦　
緒

佐
々
木　
僚　
平

小　
林　
立　
栄

菊　
池　
美　
也

萩　
野　
幸　
弘

瀧　
本　
孝　
一

多　
田　
　
　
勉

菊　
池　
由
紀
夫

菊　
池　
巳
喜
男　

照　
井　
文　
雄

荒　
川　
栄　
悦

安　
部　
重　
幸

新　
田　
勝　
見

佐
々
木　
大
三
郎

議案
第68号

修正案 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇
原　案 ● ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ●

請願第 3 号 〇 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ●
※議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対。－は棄権となります。
※追加日程第１については、無記名投票による採決のため、賛否は公表されません。
審議結果は、遠野市ホームページで確認することができます。

議　　　案　　　名 賛成 反対

議案
第68号

修正案
令和 2 年度遠野市一般会計補正予算（第 4 号）

6 11
原　案 11 6

請願第 3 号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元をはかるための、
2021年度政府予算に係る意見書採択の要請に関する請願について 4 13

追加日程第１ 浅沼幸雄議長不信任動議 10 6

遠野市議会  9月定例会  審議結果

賛否がわかれた議案等についてのみ掲載しています。賛 否 の 公 表
修
正
動
議
・
提
案
理
由

　

後
方
支
援
資
料
館
の
拡
張

常
設
化
を
延
期
し
、
遠
野
市

独
自
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
全
力
を
投
じ
て
ほ
し

い
。

　

後
方
支
援
資
料
館
展
示
内

装
業
務
委
託
料
、
公
有
財
産

購
入
費
を
含
む
防
災
教
育
推

進
事
業
費
２
４
４
８
万
円
を

減
額
し
た
修
正
案
を
提
出
す

る
も
の
。

〈
発
議
者
〉

　
　
小
松　
正
真

　
　
佐
々
木　
恵
美
子

　
　
荒
川　
栄
悦

後
方
支
援
資
料
館
増
設

関
連
予
算
を
含
む

補
正
予
算
原
案
を
可
決

　
小
林　
立
栄

　
菊
池　
美
也

　
瀧
本　
孝
一

⃝
�

「
東
日
本
大
震
災
10
年  

後

方
支
援
活
動
伝
承
懇
談
会
」

に
よ
り
、
後
方
支
援
活
動
で

得
た
教
訓
の
伝
承
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
が

導
き
出
さ
れ
た
。
防
災
教
育

推
進
の
歩
み
を
遮
る
理
由
は

見
当
た
ら
な
い
。
震
災
の
伝

承
に
お
い
て
、
遠
野
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

⃝
�

財
源
に
つ
い
て
、
国
や
県
と

連
携
し
て
確
保
に
努
め
る
と

の
市
の
考
え
も
示
さ
れ
た
。

⃝
�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
緊
急
経
済

対
策
（
第
３
弾
）
の
補
正
予

算
を
臨
時
会
に
お
い
て
議
決

し
た
ば
か
り
。
経
済
対
策
の

確
実
な
早
期
執
行
に
対
し
、

議
会
は
監
視
機
能
を
発
揮
す

べ
き
時
期
で
あ
る
。
市
で
は

現
在
、
今
後
の
必
要
な
支
援

に
向
け
て
他
市
町
村
の
動
向

等
も
調
べ
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
修
正
の
必

要
は
な
い
と
判
断
す
る
。

後方支援資料館増設イメージ図

後方支援資料館

　現議長には、多くの疑問点を感じている。議会の代表者として、対外的な会議への出席意欲がな
いこと。本会議での動議の扱いについて誤ったほか、その取り扱いに時間を要したこと。産業建設
常任委員会がまとめた市への要望にスピード感をもって取り組まなかったことなどが挙げられる。
　議会の代表者という自覚と責任、努力が足りないので、やむを得ず不信任案を提出する。

発議者　新 田  勝 見

原 案 に賛  成
　
佐
々
木　
恵
美
子

　
佐
々
木　
敦
緒　

　
荒
川　
栄
悦　

⃝
�

後
方
支
援
資
料
館
増
設
の
必

要
性
は
理
解
す
る
。し
か
し
、

一
般
財
源
を
充
当
し
て
ま

で
、
今
、
増
設
を
す
る
緊
急

的
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
。

「
東
日
本
大
震
災
10
年  

後

方
支
援
活
動
伝
承
懇
談
会
」

の
意
見
を
軽
視
す
る
訳
で
は

な
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後

で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

⃝
�

事
業
者
は
な
ん
と
か
資
金
調

達
を
し
、
耐
え
て
い
る
人
も

い
る
。
こ
の
年
末
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
か
、
先
に
対
す
る

不
安
か
ら
疲
弊
し
て
い
る
様

子
も
聞
く
。
悩
ん
で
い
て
も

声
を
出
せ
ず
に
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
ど
こ
で
、
だ
れ

が
困
っ
て
い
る
か
、
聞
き
取

り
調
査
の
継
続
と
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
地
域
経
済
復
興
に
向

け
て
の
投
資
の
方
が
、
地
域

に
と
っ
て
優
先
す
べ
き
こ

と
。
早
急
に
調
査
し
、
予
算

を
投
じ
る
べ
き
。

反  対

防災教育推進事業
2,448万円

◦後方支援資料館展示内装業務
◦看板製作
◦公有財産購入

後方支援資料館増設については、７頁の予算等審査特別委員会の記事もあわせてご覧ください。

議長不信任動議・可決
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請
願

◆
請
願
第
３
号　

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
２

１
年
度
政
府
予
算
に
係

る
意
見
書
採
択
の
要
請

に
関
す
る
請
願

［
請
願
者
］

 �

岩
手
県
教
職
員
組
合

　

花
北
遠
野
支
部

　

�

支
部
長　

髙
橋  

克
典

�
 

ほ
か
１
名 

 �

（
不
採
択
）

◆
請
願
第
５
号　

「
安
全
・
安
心
で
、
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
実
現

に
つ
な
が
る
少
人
数
学

級
」
の
実
現
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
の
請
願

［
請
願
者
］

 �

少
人
数
学
級
を
実
現
す
る

　

岩
手
の
会

�

　

代
表　

田
代  

高
章

 �

（
継
続
審
査
）

議
員発

議

　

今
定
例
会
で
は
、
３
件

の
議
員
発
議
案
（
意
見
書

２
件
）
が
提
出
さ
れ
、
可

決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
発
議
案
の
う
ち
、

２
件
の
意
見
書
は
、
衆
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
総
務
大
臣
ほ
か
各
省

庁
大
臣
あ
て
に
送
付
し
ま

し
た
。

◆
発
議
案
第
３
号

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
等
検

討
特
別
委
員
会
の
設
置

期
間
の
延
長
に
つ
い
て

　

議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
検
討
会
議
報
告
書
に

基
づ
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入
の
検
討
と
、
遠
野

市
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本

計
画
の
策
定
に
時
間
を
要

す
る
た
め
、
任
期
満
了
ま

で
設
置
期
間
を
延
長
す
る

も
の
。

意 

見 

書

◆
発
議
案
第
４
号

防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
対
策
の
継
続
・
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

　

世
界
は
異
常
な
気
候
変

動
の
影
響
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
被
っ
て
い
る
。
我

が
国
で
も
、
豪
雨
、
河
川

の
氾
濫
、
土
砂
崩
落
、
地

震
、
高
潮
、
暴
風
、
波
浪
、

豪
雪
な
ど
、
自
然
災
害
の

頻
発
化
、
激
甚
化
に
さ
ら

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
甚
大
な
自
然
災
害
に
事

前
か
ら
備
え
る
た
め
、
防

災
、
減
災
、
国
土
強
靭
化

は
、
一
層
そ
の
重
要
性
を

増
し
て
い
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
今

後
も
起
こ
り
う
る
大
規
模

自
然
災
害
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、
迅
速
な
復
旧

復
興
へ
と
つ
な
が
る
よ

う
、「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
」対
策
の
継
続
・

拡
充
を
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
。

◆
発
議
案
第
５
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
的
に
蔓
延

し
、
戦
後
最
大
の
経
済
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。
地

域
経
済
に
も
大
き
な
影
響

が
お
よ
び
、
来
年
度
に
お

い
て
も
、
地
方
税
・
地
方

交
付
税
な
ど
一
般
財
源
の

激
減
が
避
け
が
た
く
な
っ

て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
医

療
介
護
、
子
育
て
、
地
域

の
防
災
・
減
災
、
雇
用
の

確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需

要
へ
の
対
応
は
じ
め
、
長

期
化
す
る
感
染
症
対
策
に

も
迫
ら
れ
、
地
方
財
政
は

巨
額
の
財
政
不
足
を
生

じ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳

し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
令
和
３
年
度

地
方
財
政
対
策
及
び
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
地
方

税
財
源
の
確
保
を
確
実
に

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
す
る
。

市
税
の
収
納
状
況
は

問
※
不
納
欠
損
と
未
納
額

が
増
え
て
い
る
が
、
市
政

運
営
へ
の
影
響
は
。

答　
大
事
な
財
源
と
認
識

し
て
い
る
。
納
税
相
談
に

丁
寧
に
対
応
し
、
収
納
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

今
年
度
の
滞
納
額
が
増
え

る
と
危
惧
さ
れ
る
が
。

答　
大
き
な
影
響
が
現
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
捉
え

て
い
る
。
滞
納
者
に
は
、

生
活
に
影
響
が
無
い
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
。

※
不
納
欠
損
と
は

　
何
ら
か
の
理
由
で
徴
収
が
行

え
ず
、
今
後
も
徴
収
の
見
込
み

が
た
た
な
い
た
め
、
そ
の
調
定

の
金
額
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

時
効
等
に
よ
り
債
権
が
消
滅
し

た
場
合
、
会
計
上
調
定
さ
れ
て

い
る
金
額
を
消
滅
さ
せ
る
必
要

が
生
じ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

が
増
額

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
り
組
み
は
。

答　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
地
域
再
生
法
に
基

づ
く
地
域
再
生
計
画
が
国

に
認
め
ら
れ
た
事
業
に
活

用
で
き
る
仕
組
み
で
あ

る
。

　

企
業
か
ら
の
寄
附
金

を
、
奨
学
金
返
還
支
援
補

助
金
の
財
源
と
し
て
活
用

す
る
事
業
計
画
が
国
に
認

め
ら
れ
た
。
若
年
者
確

保
・
地
元
定
着
対
策
が
企

業
に
評
価
さ
れ
増
額
し

た
。

問　
個
人
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
り
組
み
は
。

答　
金
額
に
応
じ
た
商
品

の
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
し

て
、
返
礼
品
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
充
実
を

図
っ
た
。

問　
返
礼
品
用
の
新
商
品

の
開
発
が
必
要
で
は
な
か

っ
た
か
。

答　
今
後
も
産
業
振
興
全

般
に
商
品
開
発
を
進
め
、

返
礼
品
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。
合
わ
せ
て
、
地

域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
な

が
ら
商
品
開
発
も
進
め
た

い
。民

生
委
員
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に

問　
民
生
委
員
、
主
任
児

童
委
員
の
仕
事
量
が
増
え

て
い
る
の
で
は
。

答　
一
人
当
た
り
、
年
間

１
４
５
日
の
活
動
実
績
に

な
っ
て
い
る
。
前
年
と
同

程
度
で
あ
る
。

問　
行
政
区
再
編
に
合
わ

せ
、
民
生
委
員
の
数
を
一

行
政
区
一
人
に
削
減
す
る

方
針
の
よ
う
だ
。

　
一
期
だ
け
で
辞
め
る
方

が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

一
人
当
た
り
の
負
担
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
削
減
あ
り
き
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
考
え
方

と
し
て
、
一
人
に
負
担
を

か
け
る
の
で
は
な
く
、
小

さ
な
拠
点
の
中
で
、
皆
で

支
え
合
う
形
を
つ
く
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

農
業
担
い
手
の
状
況
は

問
※
認
定
農
業
者
が
減
っ

て
い
る
の
で
は
。

答　
３
経
営
体
が
新
し
く

認
定
さ
れ
、
９
経
営
体
が

更
新
を
辞
退
し
た
。

問　
更
新
を
辞
退
し
た
要

因
は
。

答　
規
模
縮
小
が
理
由
等

の
自
己
都
合
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

問　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
人

員
は
十
分
か
。

答　
集
落
営
農
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
農
地
利
用
集

積
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
関

係
機
関
と
連
携
し
対
応
す

る
。

問　
認
定
農
業
者
と
集
落

　
決
算
特
別
委
員
会（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
、

委
員
長
菊
池
美
也
議
員
、副
委
員
長
菊
池
浩
士
議
員
）
は
、

決
算
等
９
件
に
つ
い
て
付
託
を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
事
業
成
果
等
に
つ
い

て
活
発
な
質
疑
答
弁
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

全
９
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

　新型コロナウイルス感染症に対処するための作業に従事した職員の特殊勤務手当に関する特例に
ついて定めようとする条例改正と、新型コロナウイルス感染症対策に係る補正予算（総額約３億９
千万円）の予算案が提出され、原案のとおり可決しました。

7月臨時会

主な
感染症

対策事業

⃝わらすっこ応援臨時特別給付金（特別定額給付金対象外の出生児に10万円給付）
⃝新規雇用創出事業費補助金（新規雇用の内定を行った企業等に補助金を給付）
⃝観光振興補助金（遠野に泊まって応援クーポン、市内飲食店等利用クーポンなど）
⃝ケーブルテレビ FTTH（光）化整備事業　等

みんなで助け合って遠野の農業を守りたい

今年度から返礼品に新しく加わった
「遠野物語」
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通
学
対
策
費

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
効
果
は

問　
設
置
状
況
は
。

答　
全
て
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
設
置
し
た
。

問　
性
能
に
つ
い
て
は
。

答　
３
６
０
度
撮
影
可
能

な
機
種
を
選
択
し
た
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
は

か
か
ら
な
い
。

問　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
を
使
用
し
た
効
果
は
。

答　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

運
転
の
向
上
、
事
故
の
証

拠
な
ど
利
点
が
あ
る
。

　

接
触
事
故
が
あ
り
、
映

像
を
確
認
し
警
察
に
提
出

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
処
理
に
役

立
っ
た
。

営
農
組
織
の
増
加
が
望
ま

れ
る
が
。

答　
経
営
の
組
織
化
は
厳

し
い
状
況
が
あ
る
。
圃
場

整
備
を
契
機
に
検
討
し
て

い
る
地
区
が
あ
り
、
支
援

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

※
認
定
農
業
者
と
は

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
く
農
業
経
営
改
善
計
画

の
市
町
村
の
認
定
を
受
け
た
農

業
経
営
者
・
農
業
生
産
法
人
の

こ
と
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業
費

問　
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
合
わ
せ
て
、
低
所
得

者
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影

響
を
緩
和
し
、
市
内
の
消

費
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
が
、
実
績

は
。

答　
手
続
き
の
煩
雑
さ
な

ど
の
理
由
か
ら
、
低
所
得

者
世
帯
の
利
用
が
低
調
だ

っ
た
。

問　
利
用
促
進
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

答　
対
象
者
に
は
再
度
周

知
を
し
た
が
、
活
用
に
至

ら
な
か
っ
た
。

生
活
に
身
近
な

道
路
や
水
路
の
整
備
を

最
優
先
で

問　
生
活
に
身
近
な
道
づ

く
り
事
業
の
進
み
具
合

は
。

答　
進
捗
率
は
約
30
％
で

あ
る
。
国
か
ら
の
補
助
金

な
ど
財
源
の
制
限
で
、
大

幅
に
遅
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

問　
国
の
予
算
に
頼
る
だ

け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
市

の
一
般
財
源
の
充
当
も
考

え
る
べ
き
で
は
。

答　
特
定
財
源
や
一
般
財

源
を
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
し

な
が
ら
、
少
し
で
も
前
に

事
業
を
進
め
た
い
。

問　
東
北
横
断
自
動
車
道

の
整
備
に
伴
う
雨
水
排
水

に
つ
い
て
、
国
で
は
大
き

な
水
路
を
整
備
し
て
い
る

が
市
側
の
水
路
が
狭
く
溢

れ
て
し
ま
う
場
合
も
。
流

末
処
理
に
問
題
は
な
い

か
。

答　
現
状
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
国
と
協
議
を
重
ね

て
い
く
。
国
で
整
備
さ
れ

な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

市
で
整
備
す
る
方
向
で
考

え
て
い
る
。

市
消
防
団
の

費
用
弁
償
は
適
正
か

問　
消
防
団
の
出
動
に
伴

う
一
日
当
た
り
の
費
用
弁

償
の
額
は
。

答　
平
成
28
年
に
、
１
６

０
０
円
か
ら
２
千
円
に
増

額
し
て
い
る
。

問　
他
市
で
は
、
費
用
弁

償
を
増
額
し
た
と
報
道
さ

れ
て
い
た
。
遠
野
市
で
は

消
防
団
の
出
動
回
数
が
多

い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

消
防
団
組
織
の
再
編
に
合

わ
せ
て
改
定
す
べ
き
で

は
。

答　
団
員
の
減
少
、
高
齢

化
も
あ
り
、
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
の
説
明
会
等
に
お

い
て
、
費
用
弁
償
の
見
直

し
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

問　
報
酬
を
減
額
し
て
、

１
回
あ
た
り
の
費
用
弁
償

を
増
額
す
る
考
え
は
。

答　
令
和
４
年
の
再
編
を

目
途
に
、
他
市
の
状
況
な

ど
を
参
考
に
検
討
し
た

い
。水

道
事
業
の

現
状
と
見
通
し
は

問
※
有
収
率
は
適
正
な
水

準
か
。

答　
有
収
率
は
、
上
水
道

区
域
は
県
平
均
に
も
う
少

し
と
い
う
と
こ
ろ
で
推
移

し
て
い
る
。
県
平
均
に
近

づ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　
給
水
原
価
が
年
々
上

昇
し
て
い
る
要
因
は
。

答　
水
道
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
施
設
の
更
新
は

行
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
収
益
減
少
を
見
据
え

た
施
設
の
更
新
計
画
を
立

て
て
い
く
。

問　
今
後
の
水
道
料
金
の

見
込
み
は
。

答　
令
和
７
年
度
ま
で
は

基
本
料
金
は
据
え
置
く
と

公
表
し
て
い
る
。
し
か
し

改
定
予
定
の
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
令
和
６
年
度
で
赤

字
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
。
将
来
的
に
は
料
金
改

定
の
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

※
有
収
率
と
は

　

作
っ
た
水
の
量
と
収
入
に

な
っ
た
水
の
量
の
比
率
。
高
い

ほ
ど
効
率
的
で
あ
る
。

【
参
考
】

　
平
成
30
年
度
有
収
率

　
岩
手
県
上
水
道　
84
・
７
％

　
遠
野
市
上
水
道　
81
・
０
％

後
方
支
援
資
料
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問　
年
間
ど
の
ぐ
ら
い
の

来
場
者
が
い
る
の
か
。

答　
自
動
カ
ウ
ン
ト
の
他

に
、
視
察
件
数
は
年
別
に

お
さ
え
て
い
る
。
視
察
者

数
は
平
成
28
年
度
以
前

は
、年
間
７
０
０
人
前
後
、

平
成
29
年
以
降
は
１
年
間

で
３
５
０
人
前
後
。

問　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

来
場
者
数
の
想
定
は
。

答　
来
場
者
数
が
増
え
る

こ
と
よ
り
も
資
料
館
の
内

容
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
事
業
の
目
的
は
。

答　
震
災
10
年
を
き
っ
か

け
に
見
直
し
を
行
い
た

い
。
こ
れ
ま
で
は
研
修
視

察
対
応
の
た
め
の
施
設
で

あ
っ
た
。
今
後
は
後
方
支

援
の
伝
承
を
す
る
施
設
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

問　
誰
に
見
て
も
ら
い
た

い
か
。

答　
視
察
者
の
み
な
ら
ず

市
民
の
皆
様
に
見
て
も
ら

い
た
い
。
広
く
次
世
代
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
。

問　
広
く
次
世
代
に
伝
え

た
い
の
で
あ
れ
ば
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
方
が
広

く
全
国
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
る
の
で
は
。

答　
震
災
当
時
の
生
の
資

料
を
見
て
も
ら
い
た
い
の

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
検
討

し
て
い
な
い
。

問　
リ
ー
ス
し
て
い
る
も

の
を
購
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　
現
在
の
リ
ー
ス
契
約

が
終
了
し
た
後
も
リ
ー
ス

料
は
変
わ
ら
な
い
。
長
く

設
置
し
て
お
く
に
は
購
入

し
た
方
が
い
い
と
判
断
し

た
。

問　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
続
い
て
い
る
。
急

ぐ
理
由
は
。

答　
急
ぐ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
震
災
10
年
が
目

の
前
な
の
で
、
こ
の
時
期

に
行
う
の
が
適
切
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

賛
成
、
反
対
の
立
場
か

ら
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
３
頁
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

消防団機関運用訓練の様子
中継ポンプ計器の数値上昇について説明を受ける

市内スクールバスのドライブレコーダー

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員

で
構
成
、
委
員
長
多
田
勉
議
員
、
副
委
員
長
照
井
文
雄
議

員
）
は
、
予
算
５
件
、
そ
の
他
３
件
に
つ
い
て
付
託
を
受

け
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な

質
疑
答
弁
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
８
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

後方支援資料館を見学する市外の中学生
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（文責本人）市 政 を 問 う

このコーナーでは、
市民のみなさまから議会に寄せられた
ご意見等の一部をご紹介します。（文
章は、原文のままですが、長い場合は
抜粋して掲載しています。）

市民の 声 遠野に住み始めてまだ１ケ月程ですが、とても素敵な観光ス
ポットが沢山あることを知りました。
　今年は大変な時期とは思いますが、遠野市の魅力をもっと広く
発信できるようコロナに負けず頑張っていただきたいと思います。
� （遠野町・32歳・女性）

今回の問題にもあるようにコロナ対策として 27億５千万円
と決まり市民も安心できるような生活を第一によろしく。
　最後に一言、自分の事は自分で守るべし。�（穀町・69歳・男性）

表紙のデザインのリニューアル。明るくほっこり！
　とても良いと思います。ページをめくってみよう！と思わせます。
� （小友町・70歳・女性）

9月
定例会

9月
定例会

ち
、
10
人
が
定
着
し
62
・

5
％
の
定
着
率
で
あ
る
。

問�

　
農
村
部
等
へ
も
配
属
す

べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

中
山
間
地
へ
も
目
を
向

け
、
さ
ら
な
る
経
済
発
展

に
取
り
組
む
。

問�

　
隊
員
へ
消
防
団
加
入
や

郷
土
芸
能
団
体
へ
の
協
力

を
勧
め
る
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

消
防
団
や
地
域
づ
く
り

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

問�

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
導
入
に
あ
た
り
、
期
待

し
た
こ
と
は
何
か
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
起
業
に
よ
る
雇
用

創
出
、
観
光
・
交
流
人
口

の
拡
大
等
に
期
待
し
た
。

問�

　
事
業
効
果
の
検
証
結
果

を
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

隊
員
の
移
住
に
よ
り
39

人
の
人
口
増
と
な
っ
た
ほ

か
、空
き
店
舗
の
利
活
用
、

ホ
ッ
プ
農
家
の
新
規
就

農
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸

造
所
な
ど
の
実
績
が
出
て

い
る
。

問�

　
活
動
後
の
隊
員
の
本
市

へ
の
定
着
率
は
。

答
（
市
長
）�

　

退
任
し
た
16
人
の
う

市
長	

期
待
し
て
い
た
効
果
が

　
　

  

成
果
に
結
び
始
め
て
い
る

佐々木  敦緒 議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
と
効
果
は

旧遠野高校情報ビジネス校利活用の見込みは

一問一答方式

問�

　

利
活
用
の
進
捗
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

統
一
要
望
で
、
県
に
対

し
利
活
用
の
要
望
書
を
提

出
し
た
。

問�

　

利
活
用
検
討
報
告
書

は
、
市
の
商
工
業
の
発
展

と
雇
用
促
進
が
期
待
さ
れ

る
。
重
い
提
案
と
思
う
が

市
長
は
ど
う
感
じ
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

雇
用
の
創
出
、
地
域
経

済
と
定
住
人
口
の
拡
大
を

図
る
、
有
意
義
な
案
と
考

え
る
。

問�

　
活
用
案
に
応
募
し
た
企

業
等
で
は
、
自
ら
が
使
用

し
た
い
と
の
意
思
と
聞
く

が
。答

（
市
長
）�

　

企
業
に
貸
し
出
し
た
場

合
、
い
か
に
産
業
振
興
や

雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
る

か
検
証
す
る
。

問�
　
市
の
誘
致
企
業
Ｏ
社
で

は
校
舎
や
体
育
館
を
活
用

し
操
業
予
定
か
ら
社
員
を

採
用
、
ま
た
市
内
土
木
業

者
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ニ
ン

ニ
ク
を
栽
培
す
る
予
定

で
、
肥
料
を
確
保
な
ど
し

て
い
る
と
聞
く
が
。

答
（
市
長
）�

　

応
募
者
に
対
し
て
は
、

そ
の
都
度
丁
寧
に
説
明
を

行
う
。

問�

　
市
の
財
政
負
担
も
少
な

い
と
思
う
が
、
市
長
に
は

利
活
用
を
図
ろ
う
と
の
意

思
が
あ
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

県
と
一
体
と
な
っ
て
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

感
じ
て
い
る
。

市長 	検討を加速させていきたい

旧情報ビジネス校活用に
本気度が感じられない

住
民
自
治
と
市
民
協
働

へ
の
ス
テ
ッ
プ

問　
土
淵
地
区
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
制
度
移
行

内
容
は
。

答　
土
淵
町
で
小
さ
な
拠

点
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
始
ま
る
。

　

10
月
１
日
か
ら
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

で
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
地
区

公
民
館
の
管
理
・
運
営
等

の
業
務
を
土
淵
町
地
域
づ

く
り
連
絡
協
議
会
に
委
託

し
た
い
。

問　
土
淵
町
の
指
定
管
理

に
向
け
た
取
り
組
み
経
緯

は
。

答　
土
淵
町
で
は
、
地
区

役
員
や
行
政
区
単
位
の
説

明
会
を
経
て
、
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
。
３
月

の
地
域
づ
く
り
連
絡
協
議

会
総
会
で
地
域
合
意
し
、

８
月
末
の
臨
時
総
会
で
組

織
変
更
に
伴
う
規
約
を
改

正
し
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
料
の
算
定

方
法
は
。

答　
現
状
の
、
職
員
３
名

の
人
件
費
と
施
設
管
理
費

を
基
準
に
協
議
を
進
め

た
。
年
度
ご
と
に
取
り
決

め
る
。

問　
基
本
協
定
の
主
な
内

容
は
。

答　
こ
れ
ま
で
地
区
セ
ン

タ
ー
が
担
っ
て
き
た
業
務

で
あ
る

①
施
設
の
管
理
運
営

②�

地
区
公
民
館
の
位
置
づ

け
と
し
て
の
社
会
教
育

事
業
の
実
施

③�
敬
老
会
や
運
動
会
な
ど

の
地
域
づ
く
り
事
業
支

援
④
市
民
協
働
の
推
進

の
４
項
目
を
協
定
書
に
記

載
す
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

住
民
参
画
を
拡
大
す
る
初

の
取
り
組
み
。
個
人
情
報

保
護
に
関
す
る
こ
と
や
税

務
申
告
に
係
る
こ
と
な
ど

も
含
め
、
様
々
な
視
点
で

引
き
続
き
地
域
を
支
え
た

い
。

小友町ようかんを復活販売へ

旧体制（～R2.9）

市役所 地区センター
（地区公民館）

直  営

連  携

土  淵  町

事務局支援など

協働
官
公
所

社
協
支
部

区
長
会

……各種団体など

地 連 協

新しい体制（R2.10～）

市役所 地区センター
（地区公民館）協  働

委  託

土  淵  町
区長会
社協支部
官公所
女性団体など
青少年団体など
（株）遠野郷
学識経験者
郵便局、民児協
……各種団体など

地 連 協 執行部会
新 規
新 規

新 規
新 規

新 規人件費などの委託料のほか、まちづくり
の補助金（各町一律300万円）を交付

地域活動をサポート

「指定管理者制度」導入

地連協の職員

市の職員 住　民

住　民

小さな拠点による地域づくり  土淵町の場合

土淵地区センターでの辞令交付式の様子
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

9月
定例会

9月
定例会

問�

　
本
市
の
取
り
巻
く
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

昭
和
61
年
９
月
の
民
間

バ
ス
撤
退
を
受
け
、
廃
止

路
線
代
替
な
ど
の
各
バ
ス

運
行
で
市
民
の
足
を
確
保

し
て
い
る
。

　

運
転
手
の
う
ち
55
歳
以

上
の
占
め
る
割
合
は
、
全

国
の
約
６
割
に
対
し
市
内

は
約
９
割
。
よ
り
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
運
転
手

確
保
が
最
大
の
課
題
。
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

問�

　
令
和
２
年
６
月
「
地
域

公
共
交
通
活
性
化
再
生

法
」
が
改
正
さ
れ
た
。
各

自
治
体
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

交
通
の
構
築
に
、
国
か
ら

支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
予

算
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
た
め
の
準
備
は
で
き
て

い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

動
向
を
見
据
え
検
討
を

加
速
す
る
。
地
域
づ
く
り

と
併
せ
、
交
通
課
題
解
決

の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。「
交
通
空
白
地
有
償

運
送
」
の
仕
組
み
を
実
現

さ
せ
た
い
。

菊池  美也  議員
（遠野令和会）

教育現場の働き方改革

児童生徒と教職員の
　心のケアの必要は

一問一答方式

問�

　
本
市
教
員
の
時
間
外
勤

務
の
傾
向
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

小
学
校
で
は
入
学
式
や

運
動
会
、
修
学
旅
行
の
月

が
、
中
学
校
で
は
ほ
か
に

文
化
祭
、
進
路
指
導
が
行

わ
れ
る
月
も
多
い
。
部
活

動
指
導
も
多
く
な
る
要
因

の
ひ
と
つ
。
ま
た
、
児
童

生
徒
数
の
多
い
学
校
ほ
ど

よ
り
多
く
な
る
傾
向
に
あ

る
。

　

在
校
等
時
間
を
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
で
客
観
的
に

把
握
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
課
題
が
明
確
に
な

り
、
適
切
な
対
応
が
で
き

る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。問�

　
長
時
間
労
働
を
ど
の
よ

う
に
抑
制
し
て
い
く
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
校
業
務
量
の
明
確

化
・
適
正
化
の
た
め
に
、

国
が
示
し
て
い
る
「
基
本

的
に
は
学
校
以
外
が
担

う
」「
学
校
の
業
務
だ
が

必
ず
し
も
教
師
が
担
う
必

要
が
な
い
」「
教
師
の
業

務
だ
が
負
担
軽
減
が
可

能
」
の
３
つ
の
観
点
に
仕

分
け
す
る
。そ
の
上
で「
教

育
委
員
会
」「
学
校
」「
保

護
者
や
地
域
」
が
取
り
組

む
事
項
に
区
分
し
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
一
つ
ひ
と

つ
実
行
す
る
。

　

教
員
が
児
童
生
徒
と
向

き
あ
う
時
間
を
よ
り
多
く

確
保
し
、
本
市
の
教
育
の

質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

教育長 	 保護者・地域に
	 	 　改革趣旨を理解いただく

教育長 	 今後も寄り添った対応で
　　　　　充実を図る

問�

　
取
り
組
み
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
５
名
と
教
育
相
談
員
を

３
名
配
置
し
、
す
べ
て
の

学
校
で
活
用
で
き
る
。
教

職
員
に
は
毎
年
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
感
染
症

対
策
に
向
け
た
教
職
員
の

業
務
支
援
の
た
め
、
12
名

の
緊
急
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
た
。

問�

　
正
し
く
恐
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
情
報
発
信

の
在
り
方
は

答
（
市
長
）�

　

正
確
な
情
報
を
迅
速
に

わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、

冷
静
な
行
動
と
基
本
に
忠

実
な
対
応
を
繰
り
返
し
呼

び
か
け
て
い
く
。

問�

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る
情
報

発
信
の
強
化
充
実
を
。

答
（
市
長
）�

　

利
点
と
課
題
が
あ
り
慎

重
な
検
討
が
必
要
。

問�

　
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
感
染
リ
ス
ク
と
負

担
の
軽
減
を
。

答
（
市
長
）�

　

衛
生
用
品
の
配
布
な
ど

優
先
的
な
対
応
が
必
要
。

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

み
た
い
。

問�

　
鬱
や
児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ

等
の
相
談
体
制
の
充
実
強

化
は
。

答
（
市
長
）�

　

今
ま
で
以
上
に
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
一

層
推
進
し
、
相
談
支
援
体

制
の
拡
充
と
窓
口
の
再
周

知
を
図
り
た
い
。

問�

　
人
間
力
や
地
域
力
を
高

め
る
生
涯
学
習
・
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

守
り
支
え
る
取
り
組
み

を
。答

（
市
長
）�

　

情
報
収
集
に
努
め
、
個

人
・
団
体
の
活
動
に
対
す

る
財
政
的
な
支
援
の
あ
り

方
な
ど
検
討
し
た
い
。
感

染
防
止
策
を
と
り
な
が
ら

盛
ん
に
取
り
組
め
る
よ
う

努
め
た
い
。

問�

　
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

間
の
新
し
い
交
流
の
カ
タ

チ
を
。

答
（
市
長
）�

　

交
流
を
諦
め
る
の
で
は

な
く
、
連
絡
を
密
に
し
て

絆
を
深
め
、
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
さ
せ
た
事
業
内

容
の
組
み
立
て
や
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
新
し
い
交
流
の

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
。

問�

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
誰
も
置
き

去
り
に
し
な
い
こ
と
を
基

本
理
念
と
す
る
目
標
）
の

取
り
組
み
に
よ
る
、
困
難

に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
を
。

答
（
市
長
）�

　

総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
し
っ
か
り
位
置
付

け
、
市
民
へ
の
周
知
等
を

図
り
た
い
。

市
長	�

新
た
な
価
値
観
や
教
訓

を
学
び
取
り
な
が
ら
意

を
用
い
て
い
き
た
い 小林  立栄 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
負
け
な
い

遠
野
へ

一括質問方式

その他の項目
◦�令和元年度遠野
市歳入歳出決算
について

市
長	

市
民
生
活
を
守
る
う
え
で
重
要
な
課
題

路
線
バ
ス  

地
方
は
９
割
が
赤
字

感染予防対策を実施して開催された「遠野物語ファンタジー」
創意工夫・試行錯誤で新しい日常を

H29年度 H30年度 Ｒ元年度
岩 手 県 交 通 4,811 4,553 4,494
住 田 町 バ ス 200 209 227
市 営 バ ス 1,003 983 1,120
デマンドバス 785 807 793
合　計 6,800 6,552 6,934

補　助　金　等（単位：万円）

利　用　者　数（単位：人）市内の
高齢者自主返納者

H29年度 H30年度 Ｒ元年度
岩 手 県 交 通 65,971 68,050 65,620
市 営 バ ス 4,839 5,183 4,501
デマンドバス 3,340 3,065 3,244
合　計 74,150 76,298 73,365

平成29年 103 人

平成30年 105 人

令和元年 134 人



13 12遠野議会だより 63 │令和 2 年 9 月定例会 令和 2 年 9 月定例会│遠野議会だより 63

（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

9月
定例会

9月
定例会

易
ベ
ッ
ド
は
購
入
手
続
き

済
み
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
、
防
護
衣
な
ど
の
購
入

も
す
す
め
て
い
る
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
校
で
の
感
染
予
防
対

策
と
し
て
二
十
五
項
目
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
、
児
童
生
徒
及
び
教
職

員
へ
の
指
導
と
点
検
を
行

っ
て
い
る
。

　

点
検
の
結
果
は
、
教
育

委
員
会
に
毎
週
提
出
さ
れ

て
い
る
。

問�

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
希
望
者

が
受
け
ら
れ
る
体
制
か
。

答
（
市
長
）�

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
感
染

者
と
の
接
触
が
疑
わ
れ
る

方
も
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
の
上
、
全
額
公
費
で
ま

か
な
わ
れ
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

感
染
の
疑
い
が
な
い
方

は
、
公
費
負
担
が
適
用
さ

れ
な
い
。
国
に
対
し
、
し

っ
か
り
と
し
た
制
度
設
計

を
求
め
て
い
き
た
い
。

問�

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
は

確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る

か
。答

（
市
長
）�

　

市
の
避
難
所
は
、
内
閣

府
の
指
針
に
沿
っ
て
準
備

さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
市
対
策
会

議
を
二
回
実
施
し
、
避
難

者
の
受
入
体
制
等
の
確

認
、
設
備
の
取
扱
訓
練
を

行
っ
た
。

問�

　
指
定
避
難
所
の
準
備
と

学
校
等
で
の
三
密
対
策
の

指
導
点
検
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
、
市
独
自
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
配
慮
し
た

避
難
所
運
営
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
中
で
あ
る
。

マ
ス
ク
と
手
指
消
毒
剤
を

行
政
区
毎
に
配
備
済
み
。

間
仕
切
り
用
テ
ン
ト
、
簡

市
長	

計
画
の
通
り

	

　
準
備
を
進
め
て
い
る

	

　
　
と
こ
ろ
で
あ
る佐々木  僚平 議員

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る

災
害
時
の
備
え
は

老人介護施設の水害対策の現状は

一括質問方式

問�

　
河
川
に
近
い
老
人
介
護

施
設
、
福
祉
施
設
の
災
害

時
の
避
難
計
画
と
避
難
支

援
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

あ
る
施
設
は
２
施
設
。
非

常
災
害
対
策
の
計
画
、
避

難
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ

れ
て
お
り
、
避
難
訓
練
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

各
施
設
に
お
い
て
、
災

害
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
の
注
意
喚
起
を

促
し
、
夜
間
等
の
避
難
と

な
ら
な
い
よ
う
早
め
に
対

応
し
て
い
く
。

市長 	災害対策の計画と訓練実施がされている

問�

　
濁
水
は
い
つ
ご
ろ
ま
で

続
く
見
込
み
か
。

答
（
市
長
）�

　

事
業
者
か
ら
示
さ
れ
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
令

和
３
年
10
月
ま
で
に
外
山

川
の
濁
度
を
小
友
川
と
同

程
度
に
す
る
旨
確
認
し
て

い
る
。

問�

　
新
た
に
第
三
者
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
目
的
は
。

答
（
市
長
）�

　

濁
水
被
害
に
関
し
て
有

識
者
に
参
画
し
て
も
ら

い
、
問
題
を
早
期
に
解
決

す
る
こ
と
に
特
化
し
た
委

員
会
。
事
業
者
の
濁
水
対

策
等
に
関
す
る
調
査
監
視

を
行
い
、
市
に
助
言
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。問�

　

委
員
会
の
立
ち
上
げ

は
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
は

専
門
的
な
根
拠
が
な
か
っ

た
こ
と
の
証
明
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

し
っ
か
り
と
し
た
調
査

や
デ
ー
タ
分
析
を
し
て
対

応
す
る
こ
と
が
必
要
と
判

断
し
て
立
ち
上
げ
た
。

問�

　
委
員
会
に
、
小
友
町
や

柏
木
平
地
区
の
住
民
か
ら

も
入
っ
て
も
ら
う
べ
き
で

は
。答

（
市
長
）�

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
い
く
わ
け

で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
。

問�

　
本
件
に
対
し
て
市
長
の

想
い
を
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

市
長
と
し
て
先
頭
に
立

っ
て
事
業
者
と
向
き
合
っ

て
い
く
。

問�

　
事
業
者
に
対
し
て
、
道

路
の
修
繕
命
令
を
だ
し
て

い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

事
業
者
が
送
電
線
を
埋

設
し
て
お
り
、
路
肩
沈
下

部
の
盛
土
や
仮
舗
装
の
沈

下
部
の
解
消
、
既
存
舗
装

と
仮
舗
装
の
段
差
解
消
等

の
補
修
を
指
導
し
て
い

る
。

問�

　
道
路
・
水
路
・
河
川
の

修
復
に
つ
い
て
、
事
業
者

責
任
で
行
わ
な
く
て
は
い

け
な
い
。
市
の
負
担
が
な

い
と
考
え
て
い
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

基
本
的
に
は
、
事
業
者

責
任
で
対
応
し
て
も
ら
う

こ
と
で
交
渉
し
て
い
る
。

問�

　
市
民
は
事
業
が
信
用
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
と

思
う
。
過
去
の
一
般
質
問

で
、
市
民
と
事
業
者
が
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
と
市
長

が
答
弁
し
て
い
る
。
市
民

の
声
を
も
っ
と
聞
い
て
ほ

し
い
。

答
（
市
長
）�

　

住
民
に
は
事
業
者
の
説

明
会
が
行
わ
れ
て
い
る
と

説
明
を
受
け
て
い
る
。
市

長
と
語
ろ
う
会
で
も
経
過

報
告
を
行
っ
て
い
る
。
市

民
と
同
じ
目
線
で
事
業
者

と
向
き
合
っ
て
い
く
。

市
長	

現
在
も
降
雨
の
都
度
、

	

　
濁
水
が
発
生
し
て
い
る

小松  正真 議員

小
友
町
外
山
地
区

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
の

現
状
は

一問一答方式

指導は十分か
市長 	対策は十分にとは言えない

7月12日  大雨警報発生時の太郎渕付近

工
事
開
始
１
年
半
以
上
経
過
し
て

も
汚
濁
は
続
い
て
い
る

開
発
現
場
近
く
の
林
の
中
、
川
が

ど
こ
だ
か
わ
か
ら
な
い
状
態
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れ
、
高
齢
者
や
施
設
の
職

員
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く

あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合

っ
た
研
修
は
、
新
た
な
発

想
、
仕
組
み
も
取
り
入
れ

な
が
ら
介
護
な
ど
の
現
場

体
験
を
含
め
検
討
し
て
い

く
。

問�

　
市
職
員
の
各
種
職
員
研

修
の
意
義
や
、
介
護
・
福

祉
施
設
等
で
の
現
場
体
験

研
修
の
実
績
は
。

答
（
市
長
）�

　

毎
年
、
新
採
用
職
員
研

修
や
職
責
に
応
じ
た
階
層

別
研
修
、
専
門
研
修
の
ほ

か
、
民
間
主
催
の
研
修
へ

の
参
加
や
市
独
自
の
研
修

を
実
施
し
、
職
員
と
し
て

の
能
力
の
向
上
や
施
策
の

立
案
等
に
知
識
や
経
験
が

蓄
積
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

介
護
・
福
祉
施
設
等
で

の
研
修
は
、
平
成
26
年
度

ま
で
新
採
用
職
員
の
研
修

と
し
て
５
日
間
程
度
清
松

園
や
吉
祥
園
、
遠
野
コ
ロ

ニ
ー
で
の
実
績
が
あ
る
。

問�

　
介
護
・
福
祉
施
設
等
で

の
研
修
は
、
対
人
関
係
や

人
間
性
の
成
長
、
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
の
認
識
が

図
ら
れ
る
と
思
う
。
最
低

で
も
１
ケ
月
、
可
能
な
ら

半
年
か
ら
１
年
間
の
研
修

の
導
入
に
つ
い
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
職
員
は
指
示
さ
れ
た

仕
事
を
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
企
画
力
や
発
想
力
、

行
動
力
な
ど
が
求
め
ら

瀧本  孝一 議員
（遠野令和会）

新
採
用
職
員
の
介
護
施
設
等
で
の
研
修
導
入
を

一問一答方式

問�

　
銀
河
の
森
運
動
公
園
の

遊
具
設
置
の
現
状
と
、
３

密
に
な
ら
な
い
子
ど
も
達

へ
の
遊
び
場
の
提
供
の
必

要
性
は
。

答
（
市
長
）�

　

公
園
に
設
置
し
て
い
る

遊
具
は
、
宮
沢
賢
治
の
銀

河
鉄
道
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

す
べ
り
台
と
、
木
製
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
２
基
で
あ

る
。

　

３
密
を
防
ぐ
屋
外
の
遊

び
場
は
、
自
然
の
中
で
子

ど
も
達
の
想
像
力
を
育

み
、
自
ら
遊
び
場
を
作
り

出
し
て
い
く
上
で
、
本
市

の
自
然
豊
か
な
視
点
か
ら

重
要
で
あ
る
。

問�

　
日
本
夜
景
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
め
が
ね
橋
夜
景

と
、
相
乗
効
果
を
図
る
公

園
の
あ
り
方
は
。

答
（
市
長
）�

　

緑
化
祭
で
展
望
台
北
側

の
樹
木
を
伐
採
し
、
見
晴

ら
し
は
良
く
な
っ
た
。

　

日
本
夜
景
遺
産
認
定
を

契
機
に
Ｊ
Ｒ
と
連
携
を
図

り
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
と
発
信

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問�

　
増
築
す
る
理
由
は
。

答
（
市
長
）�

　

震
災
10
年
を
節
目
に
、

映
像
機
器
や
語
り
部
活
動

を
取
り
入
れ
、
見
学
者
の

理
解
が
更
に
深
ま
る
よ
う

な
体
制
構
築
が
必
要
。

問�

　
施
設
の
増
築
に
予
算
を

か
け
る
よ
り
、
空
き
施
設

（
中
学
校
等
）
の
活
用
を

検
討
す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

東
日
本
大
震
災
で
救
援

部
隊
の
集
結
・
野
営
基
地

と
な
っ
た
遠
野
運
動
公
園

と
、
防
災
司
令
塔
の
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
、
資
料
館

の
３
施
設
を
セ
ッ
ト
で
後

方
支
援
拠
点
と
し
て
残
す

こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

問�

　
後
方
支
援
資
料
以
外
に

も
、
防
災
セ
ン
タ
ー
内
の

展
示
物
や
、
過
去
の
災
害

の
資
料
類
、
戦
没
者
の
遺

品
類
を
一
箇
所
に
集
め
て

展
示
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

問�

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の

た
め
建
物
整
備
に
約
１
０

０
億
円
を
投
じ
て
き
た

が
、
観
光
客
が
増
え
て
こ

な
い
原
因
は
。

答
（
市
長
）�

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

な
ど
様
々
な
取
組
み
を
行

っ
て
き
た
が
、
目
標
10
万

人
に
対
し
実
績
5
万
人
に

留
ま
っ
て
い
る
。
原
因
は

遠
野
風
の
丘
の
観
光
客
を

誘
導
し
よ
う
と
し
た
が
伸

び
な
か
っ
た
。

問�

　
あ
す
も
あ
遠
野
（
旧
Ｊ

Ａ
ビ
ル
）
１
階
の
未
使
用

状
態
を
早
急
に
解
消
す
べ

き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

Ｊ
Ｒ
の
グ
ル
ー
プ
会
社

に
よ
る
飲
食
・
物
販
店
の

提
案
を
受
け
た
が
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
保
留

状
態
に
あ
る
。

問�

　
Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
舎
の
整
備

は
、
必
要
性
と
財
政
面
へ

の
影
響
な
ど
を
再
検
証
し

て
判
断
す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　
Ｊ
Ｒ
が
検
討
中
の
「
事

業
可
能
性
調
査
」
の
結
果

を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
い
。

問�

　
「
生
活
に
身
近
な
道
路・

水
路
整
備
事
業
」は
、市
民

生
活
の
利
便
性
向
上
と
安

心
安
全
確
保
を
目
的
と
し

て
い
る
が
、
予
算
不
足
を

理
由
に
計
画
の
半
分
も
進

ん
で
い
な
い
。
早
急
に
改

善
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
し
っ
か
り
対
応
す

る
。

市
長	�

住
民
ニ
ー
ズ
に

	

応
え
ら
れ
る

	

財
政
運
営
に
努
め
る 佐々木 大三郎 議員

財
政
状
況
と

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　
　

あ
り
方
は

一問一答方式

東日本大震災・後方支援資料館の
　整備内容は

市長 	現仮設資料館を増築して常設にする

その他の質問
◦�企業誘致活動の
現状と今後の方
針について

空室状態が続く「あすもあ遠野」１階

市
長	

高
齢
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く  

新
た
な
し
く
み
で
検
討

相手に対する優しさと思いやりが、
すべての対人関係の原点や職務上の基本では

銀河の森運動公園の遊具や
周辺整備を

市長 	遊具設置は検討、めがね橋との連携が重要
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問�

　
施
設
整
備
委
託
料
等
の

成
果
は
市
民
の
意
に
沿
っ

た
も
の
か
、
そ
の
評
価

は
。答

（
市
長
）�

　

新
築
・
改
修
を
含
め
、

設
計
委
託
料
は
過
去
３
年

間
で
17
件
、
１
億
７
３
９

９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
成
果
品
は
市
民
の
意

に
沿
っ
た
も
の
と
評
価
し

て
い
る
。

問�

　
同
じ
事
業
で
過
去
に
発

注
し
、
再
度
委
託
事
業
を

発
注
し
た
例
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

過
去
３
年
間
で
道
の
駅

遠
野
風
の
丘
改
修
工
事
に

係
る
設
計
業
務
１
件
が
あ

る
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
30
年

度
に
か
け
て
「
店
舗
改
修

及
び
増
設
建
物
基
本
設

計
・
実
施
設
計
業
務
」
を

委
託
し
た
が
、
国
と
の
協

議
で
業
務
内
容
を
基
本
設

計
ま
で
と
し
、
令
和
元
年

度
に
改
修
工
事
の
実
施
設

計
を
発
注
し
て
い
る
。

問�

　
基
本
設
計
と
実
施
設
計

を
同
時
発
注
す
る
こ
と
は

不
適
切
で
、
初
回
発
注
を

見
直
し
再
発
注
し
た
こ
と

に
よ
り
委
託
料
の
総
額
は

約
６
０
０
万
円
増
額
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

今
後
の
事
務
執
行
に
あ

た
っ
て
は
慎
重
に
行
い
、

対
応
を
間
違
わ
な
い
よ
う

に
心
掛
け
て
い
く
。

問�

　
計
画
に
登
載
さ
れ
て
い

る
施
設
数
と
管
理
経
費
の

実
態
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
29
年
度
計
画
策
定

時
の
対
象
は
２
９
４
施
設

で
、
使
用
料
等
の
収
入
が

９
億
３
３
９
０
万
円
、
水

道
光
熱
費
等
の
支
出
が
17

億
３
５
３
０
万
円
と
な
っ

て
い
た
。

　

今
年
度
は
２
９
３
施
設

と
な
っ
て
、
令
和
元
年
度

決
算
で
は
収
入
９
億
７
３

４
万
円
、
支
出
18
億
６
５

２
９
万
円
と
な
っ
た
。

問�

　
将
来
の
管
理
経
費
を
確

保
す
る
た
め
の
根
拠
は
。

答
（
市
長
）�

　

公
共
施
設
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
長
期
的
視
点
で

施
設
の
更
新
、
統
合
、
長

寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に

実
施
す
る
た
め
、
総
合
計

画
や
予
算
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

新
た
な
施
設
の
管
理
運

営
費
の
財
源
と
し
て
、国
、

県
の
交
付
金
や
全
国
か
ら

寄
付
金
を
募
る
な
ど
確
保

に
取
り
組
む
。

市
長	

令
和
元
年
度
の
支
出

	

　
18
億
６
千
万
円

市
長	

過
去
３
年
間
で
１
件

多田  勉 議員

公
共
施
設
等
の
現
状
と

　

管
理
経
費
の
確
保
は

同
じ
施
設
整
備
に

　

委
託
事
業
の
再
発
注
は

一問一答方式

小
友
町
の
太
陽
光
発
電
施
設
整
備
地
を
現
地
調
査

　

小
友
町
外
山
地
区
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
大
規
模
太
陽
光

発
電
施
設
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
た
。

　

当
初
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
る
工
事
の
今
後
の
予
定
や
、
河
川
の

濁
水
対
策
工
事
、
濁
水
の
改
善
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
の
状
況
を
視
察
し
た
。

　

濁
水
対
策
と
し
て
は
、
調
整
池
の
拡
張
工
事
や
緑
化
促
進
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
河
川
の
濁
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ

り
改
善
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
調
査
日
は
雨
で
、
む
き

出
し
と
な
っ
た
地
面
を
濁
っ
た
雨
水
が
流
れ
る
状
況
も
確
認
で
き

た
。
災
害
対
策
、
濁
水
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
も
注
視
し
て
い
き

た
い
。

調 

査 

日	

令
和
２
年
７
月
27
日

参
加
議
員	

17
名

市
政
調
査
会

学んで
行動する
議会へ

改修工事が始まった道の駅遠野風の丘

当日の雨で、むき出しとなった地面を雨水が流れだしていた

４台に分乗し、現地を調査。事業者から概要説明を受ける

濁水対策のため緑化を進めている

91.８ha の敷地にパネルが並ぶ
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その ❶   ７月臨時会で可決された
新型コロナウイルス感染症対
策に係る補正予算総額は約○億◯千万円。

その ❷   全てのスクールバスに設置が完了し
ました。◯◯◯◯レコーダー。

その ❸   ○○町では、同町地域づくり連絡協議
会が○○地区センターの「管理者」となる
ことが決定し、10 月１日から運営体制がか
わりました。

松
まつ

  田
だ

　 恵
けい

  子
こ

 さん （松崎町）

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書
きのうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会
だよりを読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添
えください。ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、
できるだけご紹介させていただきます。
　応募者の中から、抽選で３名の方にすずらん商品
券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592   遠野市中央通り９番１号
　　　　　 遠野市議会事務局 宛
メールでも応募できます！！   gikai@city.tono.iwate.jp

《しめきり》　令和２年11月13日（金）（当日消印有効）

～議会だより 62号クイズの答え～
その①  110　　その②  中学生　　その③  27

議会
だよりク イ ズ

編 

集 

後 

記

　
全
世
界
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
続
出
し
、
遠
野
市
に
も
初
の
感

染
者
が
出
る
な
ど
、
市
民
生
活
に
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
市
内
で
は

一
次
感
染
の
後
に
、
感
染
が
広
が
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ

と
と
思
い
ま
す
。
経
済
面
で
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
終
結
の
予
測
が
困
難
な

た
め
、
市
民
の
不
安
は
容
易
に
は
解

消
で
き
な
い
と
心
配
で
す
。

　
本
来
９
月
に
は
、
市
民
の
心
が
熱

く
な
る
遠
野
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

秋
の
始
ま
り
を
感
じ
る
は
ず
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
、
夏

と
秋
の
境
目
が
分
か
ら
な
い
年
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

も
負
け
な
い
丈
夫
な
身
体
と
心
で
、

冬
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
小
松
）

わたしのひとこと

　

中
学
一
年
生
の
私
の
娘
は
心
臓
に
疾
患
が
あ

り
、
知
的
面
に
も
課
題
が
あ
る
た
め
、
花
巻
清
風

支
援
学
校
遠
野
分
教
室
中
学
部
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

分
教
室
小
学
部
は
遠
野
小
学
校
に
、
分
教
室
中

学
部
は
遠
野
中
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
分
教
室
が
遠
野
に
な
か
っ
た
頃
は
、
本
校
の

花
巻
ま
で
親
が
毎
日
送
迎
す
る
か
、
子
ど
も
を
寄

宿
舎
に
預
け
る
か
の
選
択
肢
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
娘
の
様
子
を
見
て
い
る
と
遠
小
や
保
育
園

で
一
緒
だ
っ
た
お
友
達
が
声
を
か
け
て
く
れ
、
よ

く
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
学
校
を
選
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
娘
の
存
在
を
知
り
、
共
に
生
活
し
て
い

る
姿
こ
そ
「
共
生
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
娘
は
お
友
達
や
先
生
方
を
は
じ
め
、
地

域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま

す
。
こ
の
環
境
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

今
の
願
い
は
遠
野
に
「
高
等
部
」
が
置
か
れ
、

今
後
も
こ
の
地
域
で
娘
が
暮
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

議会へ の 提言を お 待 ち し て お り ま す ！

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市

民
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く

り
の
夢
や
希
望
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

気
軽
に
当
事
務
局
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

広
聴
広
報
常
任
委
員 �

　
委 

員 

長	

小　
林　
立　
栄

　
副
委
員
長	

佐
々
木　
恵
美
子

　
委　
　
員	

小　
松　
正　
真

　
委　
　
員	

菊　
池　
浩　
士

　
委　
　
員	

菊　
池　
美　
也

　
委　
　
員	

新　
田　
勝　
見

⃝欄に適切な
言葉を入れて

下さい


